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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 29年２月７日に公表した平成 29 年 12月期（平成 29 年１月１日～平成

29年 12月 31日）の通期業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたしま

す。 

記 

１．業績予想の修正について 

（１）平成 29年 12月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29年１月１日～平成 29 年 12月 31日） 

 
（２）平成 29年 12月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29年１月１日～平成 29 年 12月 31日) 

 
（注）今回修正予想の１株当たり当期純利益については、第 3 四半期の期中平均株式数 11,552,498 株に

基づいて算出しております。 

（３）修正の理由 

（連結） 

業績予想の修正に関するお知らせを開示させて頂くことになりましたのは、平成 29 年 12 月期通期

連結業績予想数値の連結営業利益、連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益がそれぞれ当初

開示数と比較して、28.0%増、21.9%増、9.6%増と上回る見込みとなったためです。 

（増益要因） 

１. 土地持ち資産家に対する財産コンサルティング収益、企業オーナーに対する事業承継コンサルテ

ィング収益が、それぞれ都内の金融機関、株式会社日本Ｍ＆Ａセンターとの連携が順調に進み、

引き続き堅調に推移していること。 

２. 今年度から取り組んでいる商品組成の一つであるタンカーオペレーティングリース事業が好調

に推移したこと。 

３. 「特別目的会社を活用した不動産特定共同事業」の第一号案件として石川県小松市との地方創生

の取り組みに関わる収益が寄与したこと。 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） 14,800 820 730 680 57.32

今回修正予想（Ｂ） 14,800 1,050 890 745 64.49

増減額（Ｂ－Ａ） ― 230 160 65

増減率（％） ― 28.0 21.9 9.6

(ご参考)前期実績
(平成28年12月期）

14,420 751 628 587 49.75

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） 10,500 475 525 44.25
今回修正予想（Ｂ） 10,500 750 710 61.46
増減額（Ｂ－Ａ） ― 275 185
増減率（％） ― 57.9 35.2
(ご参考)前期実績
(平成28年12月期）

10,507 448 558 47.26
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４. 事業承継コンサルティングの一環で行っている新生青山パートナーズ株式会社において組成し

た事業承継ファンドの第一号・第二号の投資案件の投資回収が完了する見込みであること。 

５. 千葉県を中心として首都圏で財産コンサルティング事業を展開している連結子会社である株式

会社日本資産総研の業績が予想を上回り堅調に推移していること。 

 

（個別） 

業績予想の修正に関するお知らせを開示させて頂くことになりましたのは、平成29年12月通期の単

体の経常利益、当期純利益が、以下の要因により当初開示数値と比較して、それぞれ57.9%増、35.2%

増と上回る見込みとなったためであります。 

（増益要因） 

個別の増益要因につきましては、連結業績予想の修正理由の増益要因に記載しております１～４の

要因と同様であります。 

 

２．配当予想の修正について 

 （１）配当予想の修正 

 
 

（２）修正の理由 

当社の配当政策は、中期経営計画にて発表させて頂きましたとおり、安定的・継続的に配当性向50%

を実現していくことを目標と考えておりますが、企業価値向上のための重点分野または成長分野への

投資、内部留保による財務体質強化も合わせて行っていく必要があることから、それらの要素も勘案

して、総合的に配当額を決定しております。 

期末配当予想につきましては、今回の業績予想の修正に伴い、親会社株主に帰属する当期純利益が

680百万円から745百万円に増加する見込みであり、当初見通しの１株当たり17円から２円増額し、１

株当たり19円といたします。 

これにより、１株当たりの年間配当金は従来予想の28円から30円となります。また、前期実績と比

較して7円の増配となります。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 
（平成29年2月7日発表）

― 11.00 ― 17.00 28.00

今回修正予想 ― ― ― 19.00 30.00
当期実績 ― 11.00
前期実績
（平成28年12月期）

― 8.00 ― 15.00 23.00

年間配当金


